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SynopsIS  

Changein soilanimalcommunity of man－made forests ofdifferentages（1－11years）  

WaSinvestigatedin a site of Nippon SteelCorporationin CentralJapan．Di住もrent  

animalgroups were added to theforest soilsin their different stages to attain gradual  
richness offauna．Oribatid mites were especially studiedin detailat specieslevelandit  
was found that addition and alternation of species occurred．TheMGP－analysISreVealed  

thatP－tyPeOftheinitialstages（1－5years）was changed to G－tyPe after7years・As a  

future status ofthe man－made fdrests a nearby shrine forest was studiedin comparison．  

講師）に資料の採取にあたって協力していただいたこ  

とに対し，感謝申し上げたい。  

調査方法   

1．調査地点の選定   

製鉄所敷地内にある多くの環境保全林の中から，植  

栽後1年目，3年臥 5年目，7年目，9年目，11年  

目の林分をそれぞれ1カ所ずっ選んだ（表1）（図1）。  

保全林造成に当たっては，山土により高さ20～80cm  

のマウンドを作り，その上に表層土を20cmかぶせ，  

2～3年生の苗木を1m？あたり1．5本の密度で植え  

つけてある。植栽樹種はマテバシイを主体とし，クス・  

タブ・シラカシ・スダジイが混植されている。   

なお，環境保全林と対比させるため，この地域本来  

の自然権生に近い森林が残存している人見神社境内の  

常緑広葉樹林においても調査地点を1地点設定した。   

2．土壌の採取と動物の抽出   

土壌資料の採取は10×10探さ5cmの採土缶を用  

い，各地点で地表下5cmまでの土壌資料（100cm2，  

500cm3）を8個ずっ採取し，7地点から計56個の  

質料を得た。採取日は1983年3月16 日である。   

採取した土壌資料は，その日の中に横浜国立大学へ  

持ち帰り，ツルグレソ装置（Oribatec3010型，径30  

cm）に投入し，40W電球を3 日間照射し動物の分  

離抽出を行なった。   

は じ め に  

近年，新しい工場や研究所などの建設に際し，その  

敷地内の外周に沿って緑地帯を設ける手法がほぼ定着  

化してきている。特に，郷土樹種による環境保全林  

（Miyawaki，1975）の形成は，生態学的見地からも望  

ましいこととされている。単に樹木を一列に植える並  

木と異なり，ある程度の幅をもった林の形成は落葉藩  

校の堆積を可能にし，それにともなって有機質に富む  

土壌の形成・成熟を促し，多様な土壌生物の生息を支  

える好適な環境をっくってゆくはずである。   

本研究は，生物遺体の分解や土壌構造の改良に重要  

な役割を担っている土壌動物が，そのような環境保全  

林の形成にともなってどのように定着してくるか，そ  

してどのようにその群集構造を変化させていくかを知  

るために，さまざまな年代の保全林を持つ新日本製鉄  

株式会社君津製鉄所において調査を行なったものであ  

る。本調査のために，心よく御協力いただいた当製鉄  

所の方々に厚く御礼申しあげる。また，当時私共の研  

究室に留学中であった文在根氏（中国自求恩医科大学   
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図1調査した六つの環境保全林，A：植栽後1年，B：植栽後3年，C：植栽後5年，D：植栽後7年，  

E：植栽後9年，F：植栽後11年。  
Fig・1・Six sampling sites ofthe environmentalprotection forests of di鮎rent ages．A：1year．   

B：3years．C：5years．D：7years．E：9  

表1君津製鉄所内の調査地点一覧  

years．F：11years after plantlng．  

後の年数を追って見てみると，次のようになった（図  

2参照）。  

1年日一植生高55～65cm，被度15％。地表に  

ほ鶏糞がまかれ，敷きわらが一面に置かれている。土  

壌動物としてはダニ・トビムシ・クモ・双麺類幼虫の  

4群だけがみられ，その生息密度も極めて低い。   

3年目一植生高1～1．6叫 被度30％。ヨモギ・  

ニガナなどの草本。3年目まで毎年敷きわらが入れて  

ある。1年目から出現した4群に加え，イシムカデ・  

ヒメミミズ・アザミウマ・甲虫・アリが出現してく  

る。   

5年目一植生高1．8m，被度60％。ヤハズノエ   

讐若訝響 場所名 慧  

1  57  88 東グリーンマウンド16，200  

3  55  67 粂鋼戻水場  2，390  

5  53  54 棒線北  1，000  

7  51  8 B1  21，760  

9  49  4 G一西  20，000  

11  47  2 C－1－2  11，500  

土壌動物各群の出現  

ツルグレン装置により抽出された全土壌動物を主と  

して目の単位で類別し，各動物群の出現の様子を植栽  
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ダ  ニ Acar土  

ク  モArane土da  

トビムシ C01lemb01a  

双麺類幼虫Diptera（larv・）  

イシムカデChilopoda（Lithob・）  

ヒメミミズEnchytraeidae  

アザミウマThysanoptera  

甲  虫 C01eoptera  
ア  リFormicidae  

ミ ミ ズOligochaeta  

ダンゴムシArmadillidiidae  

1  

＝  
カマアシムシProtura  

ワラジムシ＝sopoda（Porcel・）  

ガ幼虫 Lepidoptera（larv・）  

仁  こノ亡二≠二二∃  
‥ －
∵
‥
∴
1
．
∴
－
 
 
 
 
 
臣
 
 
 白
月
盛
㊥
首
題
 
 

・
…
感
官
晋
欝
 
 

∴
 
－
 
∴
‥
l
‥
三
 
∴
－
－
－
－
－
■
 
 
 

∪
整
篭
卜
 
謝
闇
官
 
 

図2首環境保全林植栽後の年数（1，3，5‥・11年）と土壌動物各群の定着の順序。比較のため人見  

神社の林の動物も示す。  
Fig・2・Establishmentofsoilfaunainthesoilofthe environmentalprotection forests of  

forestis also shown for comparison．  

9年目一植生高4．9m，被度 95％。林内ほかな   

り暗くなり，林床にはマテバシイ・シラカシなどの芽   

生えがあるが少ない。落葉藩校がかなり堆積し，土壌   

は湿度が高く，土壌表面に細根が多くみられる。上記   

の14群に加え，ワラジムシ・鱗題額幼虫が出現し，   

特に前者の数が多い。   

11年目一植生高4．5m，被度80％。1年前（植   

栽後10年日）に間伐を行なったため，林内は少し明   

るくなっている。林床にはネズミモチ・シャリンバイ   

などの芽生えがある。土壌表層に菌糸が多い。新たに   

っけ加わってくる動物群はなく，間伐の影響か，ヤス   

di鮎rent ages．Fauna ofthe shrine  

ソドゥ・セイヨウタンポポなどの草本が多い。敷きわ  

らほ分解途上にあり，所々に落葉が溜りほじめている。  

上記の9群に加え，ミミズ・ダンゴムシ・ヤスデが出  

現してくる。   

7年目一植生高 3．8m，被度85％。森林らしい  

形態をととのえはじめ，林床にはマテバシイ・ネズミ  

モチなどの芽生えが多い。有機質に富む表層土ができ  

はじめ，団粒構造も発達してくる。上記の12群に加  

えて，ジムカデ・カマアシムシが出現してくる。ダン  

ゴムシは多数生息しているが，ワラジムシはまだ見ら  

れない。  
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デとジムカデの姿がみられなくなった。   

神社林一君辞製鉄所から南へ1・2kmほど離れた   

ところにある人見神社の森は自然林に近い状態にあ   

り，これを環境保全林の将来の姿と見立て，その土壌  

動物相を調べた。この森は高木層（樹高12～14m）が   

主としてスダジイ・アカガシからなり，マツを少し混   

じえ，低木層にカクレミノ・ヒサカキ，草本層にべニ   

シダ・ヤプコウジ・ジャノヒゲを生ずる。ここでは環  

境保全林に出現した動物群は全て生息し，それに加え   

てヨコエビ・半趨類・チャタテムシ・ハチの4群がみ   

られた。   

以上のように，環境保全林の成長，土壌の成熟にと   

もなって，次々と動物群が定着してくる様子がよくわ  

かる。動物群のすみつきの順序に関しては，環境に対  

する適応幅との対応がみられた。即ち，ダニ・トビム  

シ・クモ・双麺類幼虫・アザミウマなどは人為的影響  

の甚だしい環境にも生息できるのに対し，ムカデ・ヤ  

スデ・カマアシムシ・半趨莱頁・ヨコエビ・チャタテム  

シなどは，ある程度良好な自然が保たれた環境にしか  

生息できないことが知られている（Niijima，1976；青  

木・原乱1977；青木・栗城，1978；青木，1979；渡  

辺，1982）。本調査において，初期すみつき動物として  

出現したのほ上記のうちの前者の動物群であり，後者  

の動物群ほある程度年数を経過してからでないと出現  

してこない。同じムカデ類の中でも，イシムカデより  

もジムカデが後で出現し，同じ甲殻類の中でも，ダン  

ゴムシ，ワラジムシ，ヨコエビの順で出現することほ  

注目しておきたい。   

なお，11年目では5年目から出現してきたヤスデ  

と7年目からのジムカデが見いだせなかったが，これ  

ほ間伐の影響で消滅あるいは減少したと考えられるか  

もしれない。  

ササラダ＝群集の変化   

1．生息密度と種数   

ササラダニ類の地表面100cm2（探さ5cmまで）あ  

たりの平均個体数ほ，植栽後1年目2・9，3年目39・9，  

5年目122．5，7年目－121・4，9年目423・4 と順次増  

加していったが，11年目には前年の間伐のためか  

271．6個体に減少していた（図3）。ただし，人見神社  

における平均個体数は216．8で，環境保全林9年目  

および11年目の値よりも低くなっている。ある程度  

環境が回復してから先は，自然性の高さと土壌動物の  

生息密度の高さほ，必ずしも正の相関を示さないよう  

である。   

ササラダニ顆の種数（8資料からの合計）ほ，1年  

目5種，3年目15種，5年日19種，7年目24種，  

9年目24種と順次増加したが，11年目にはやはり  

間伐のためか21種へと減少した。人見神社の森の種  

数は51種で，生息密度の場合とは異なり，環境保全  

林のどこよりも，はるかに高い値を示した。ここにも，  

自然性の高さと種組成の複雑さとの間の密接な関係が  

示された（原田・押尾・青木，1977）。   

2．種組成   

植栽後1年目から11年目までの環境保全林および  

神社林のササラダニ類の種組成の変化を表2にまとめ  

た。まず，環境保全林の成熟過程のある段階からすみ  

つきはじめ，その後継続して生息してゆくと思われる  

種群がある。たとえば（以下の番号は表中の種名番号  

と一致する），（12）∫〟ぐfo∂eg∂e侮spp．マドダニ属の数  
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植栽後の年数  
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図3 植栽後の年数と環境保全林の被度，植生高，サ  

サラダニの生息密度および種数との関係。  
Fig・3 Vegetationcover，Vegetationheight，density  

Oforibatid mites andtheirspeciesnumber  

in the di鮎rentyears afterplanting．   



129   

環境保全林のササラダニ相とのちがいを際だたせる種  

といえよう。一方，環境保全林のほうに出現しながら，  

神社林では見られなかった種も25種あり，これらの  

多くは成熟した森林環境を好まない種と考えられる。   

3．MGp分析   

青木（1983）はササラダニ類の大分掛こよる3群，  

すなわち按門塀Macropylina，無巽摂Gymnonota，  

有翼頸Poronota（それぞれM群，G群，P群と略  

称）に着目し，ある地点のササラダニ群集構造を分析  

するに当たって，この3群が種数の上で，あるいは個  

体数の上でどのような割合いを占めるか，という性質  

を用いた。今回はそのうちのMGP分析Ⅰ（種数によ  

る）を行い，その結果が植栽後の年数とどのようなか  

かわりを持つかを調べた（図4）。   

植栽後1年目から5年目までほP群が50％を超  

え，P型と判定されたが，7年目から9年目になる  

とG群が50％以上になるG型へと移行した。G型  

というのは森林に最もふつうにみられるタイプであっ  

て，人見神社の森でも顕著なG型となっている。11  

年目はどの群も50％を超えない0型となっているが，  

0型は草原に多いタイプである。なぜ，そうなったか  

の解釈はむずかしいが，10年目の間伐が影響している  

ことはまちがいないであろう。M。G。P群の割合の増  

減という観点からみると，図5に示したように，植栽  

後の年数の経過とともに，P群が急激に減少するとと  

もに，G群が急激に増加し，M群ほあまり変化しな  

種，（13）花cfoc印カe〟∫Spp．クワガタダニ属の数種は  

植栽後3年目から，（19）伽geJJα乃∂Vαナミツブダニ，  

（21）乃Jcろogαね∽〃α〃如0乃fcαチビゲフリソデダニ  

は5年目から，（33）物言α∽～〃〟∫ホソチビツブダニ，  

（34）乃わr如才e∫Sp．Yマルコソデダニ属の一種は7  

年目から，（41）ル行crozeJe∫α〟ズfJ加7∫ヤッコダニほ  

9年目から定着してきた種といえるであろう。一九  

ある時期に出現し，その後姿を消してしまう種がみら  

れ，むしろそのような種のほうが多いとさえいえる0  

たとえば，3年目の（5）上わc如カ0乃ね∫Sp・ダルマヒワ  

ダニ属の一種，3年目～5年目の（6）GαJ〟∽〃αC〟乃eα′α  

クサビフリソデダニ，（7）∫cカeわr加fe∫rなfゐe比和〟∫  

マガタマオトヒメダニ，（8）∫cカeJor如才e∫ねβVなα加  

ハパピロオトヒメダニ，7年目の（27）アoec地c如力0乃わば  

加批〟∫岬eCgge′イナヅマダルマヒワダニ，（28）伽一  

方。rJねJe∫Sp．Xナガコソデダニ属の一種，（37）伽J7－  

cヵere椚αe〟∫eわ乃gα加ヒョウタ∵／イカダニなどがそう  

であり，（16）∫c力eわr如才βぶJαf如∫コソボウオトヒメ  

ダニや（15）ぶc力めr加re∫Sp・Bオトヒメダニ属の一  

路種も3年目に現われて，7年目あるいは9年目から急  

に減少する点で，同様な傾向をもつ種と考えられる。  

これらの種の中には，草原性の性質が強い ∫cカeわr才一  

∂αfe∫属が4種も含まれており，その多くは樹林の生  

長とともに，その生息環境がかれらにとって不適なも  

のに変わり，消滅していったものと考えられる0他の  

いくつかの種については，森林の生長の特定の段階を  

好むものか，あるいはまた，単に調査地点によるちが  

いを反映したものか，今のところ判定できない。   

このように，環境保全林の成長にともない，ササラ  

ダニ相は全体として，新たに種をっけカロえてゆくと同  

時に，種を交替させ，結果的には総種数を増加させて  

ゆくことになる。   

さて，環境保全林の将来の姿とみなされる人見神社  

の森のササラダニ相はどうか。そこで見出されたササ  

ラダこ規51種のうち，環境保全林と共通の種は21種，  

神社林だ研こ見られたものは31種（表中の（47）～  

（77））になり，かなり異質な種組成を示している。特  

に，（47）ガ〝0血∽αe〃∫Sp・1ツノジュズダニ属の一  

種，（48）q叩ぬsp・106ツブダニ属の一種，（49）飽r－  

gαJ〟∽乃α如e珊edfαアラゲフリソデダニ，（50）dJわー  

（ね∽αe〟∫ ∫JrJα拍∫ スジスネナガダニ，（51）励■e∽0一  

ろβ胎αノ哩）0乃～c（7 ヤマトクモスケダニ，（52）弟乃～肋∫  

fegeOCrα乃〝∫ザラクマゴダニ，（53）且′e∽〟J〟∫αγe乃昨r  

イチモソジダニ，（54）f7∫∫fc印カe〝∫CJαVαわ／∫ コンボ  

ウイカダニ，（55）7セc拍ゐ∽αe〟∫ αr椚αわJ∫ ヨロイジ  

ュズダニ，（56）エgc乃ere∽αe〟∫Sp．Xモンガラダニ属  

の一種などは神社林のみで個体数・頻度とも大きく，  

1年日  3年日  
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（P型）   （P型）  

（G型）   （G型）   （0型）   

人見神社  

（G型）  

図4ササラダこ群集のMGP分析Ⅰの結果の比較  

Fig・4 TheresultofMGP－analysisIoftheoribatid  

COmmunities．   
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表2 ササラダニ類の種組成表。表中の数字ほ100cm2当たりの個体数。  

Tab・2・Species compositionoforibatid mites・Thefiguresinthetable show  
the mite number／100cm2．  

調 査 地   88   67   

抽栽経過年数   1 年   3 年   

ササラダニ柑   A B C DE F G H  A B C DE F G H   

（1） ア視れC才0γよ占α才eg sp．X   

（2） Podoγ沌α才e5C祝叩よ血才α5   

（3） 0γfpo血 sp．A   

（4） 5cんeヱ0γf占α才eざ Sp．X   562  2 6  

（5） 上よocん才ん0犯言祝5 Sp．X  813181616 31538   

（6） GαJαm乃αC祝犯eα才α  7  4 4   

（7） 5cんe～0γfゐα才eざγfgfdよざe吉05混ざ  11  3 lll1 

（8） Scんe′0γ沌α才eざJαe即ねα加  3 2   

（9） zygoγ混ね～αまγαれCα才α  

（10） 0γfムα若鮎gαざαんαmOγf王  

（11） Oppね sp．33  12   

（12） 5祝C才0占eg占eヱ～α Spp．  13  2  1  2 2   

（13） rec才OCepんe混ざ Spp．  2  12  1 1   

（14） 別〝ざ0才γ才わααγ血α  11   

（15） 5cんeJoγf占α吉eざ Sp．B  19  1  2 21   

（16） 5cんegoγ沌α才egヱα毎eざ  26 1 5 29 24 1 

（17） Q祝αかoppねq祝αかfcαγわα才α  

（18）月γαCん〝Cんocん沌0乃言祝ぶeヱ50ぶ氾eαde那言ざ  1   

（19） OppZeJヱα乃0即α   25  

（20） Peわp才祝J祝5αmeγfcα兜混ざ   

（21） rγよcんogαJ祝m乃α犯fp卯犯言cα   

（22） Pγ0吉0γ£ゐα才eざ Sp．A   

（23） S祝C才0占e～∂〃α若鮎ムeγCαヱα才α   

（24） 鞄poc加ん0几fe～ヱαmf乃祝吉iざ5fmα   

（25） 肋cん祝e～Jα即e凡才γiβe才0ざα   

（26） 月αm祝5eヱJαCん祝ヱ祝mα乃feヶIgf55eれgゐαβC最   

（27） Poec加cん沌0犯よ祝よ わαg血5叩eCなeγ   

（28） Pγ0才0γ沌α吉eぶ Sp．X   

（29） Ep〃0んmα作れよα0叩吉α   

（30） アαγαgαme～ヱ0ムα才eぶ■βC鳥0祝吉e（7e几；   

（31） Oppiα Sp．6   

（32） Cαわγ0γ言古祝ヱαJα吉α   

（33） Oppfαmf几祝ざ   

（34） Pe～0γ沌α才eざSp．Y   

（35） エわcん才ん0γ血ざわほeγmed言祝ざ   

（36）Oppfα乃eeγgα乃dfcα   

（37） 加JfcんeγemαeαざegOれgα蒼混ざ   

（38） AγCんoppねαγC〟α～fg   

（3－9） EremoゐeJゐαmi肋才α   

（40） エfocんfん0乃言祝ざpヱ祝mO5祝ざα軌ざ   

（41） 〟よcγOZe才eg肋∬よヱねγf5  
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54   8   4   2   人見神社  
5年   7年   9年   11年   

ABCDEFGH          A B C D◆E F G H  A B C D E F G H  A B C D E F G H  A B C D E F G H   

1 III 

76414453  

1131345  

1  

1 1  11224123726532  

1   6  

1236  

979143111  

19272 511151136  166132221  3  2  1131212  

7124631   2  19   1  1   

20 9 6 5 6   2141   

11  1  3252553  413  510210 5   

1  3   1  1  111   

1329112265386   

4126  96535361735659146   

4 1 

1 3   1 1  33 1 

13 2111 

2 1 32  

4  

146393  

31116  

1  

211133  

631620261  1 3   

10  4 6 2   10141108782133  2  214  

5 3 6 108  20   4 514  14  125201022111213  

3 2 2 7 4 5 51   6   5 510111116138  

121313  5020857847142945   

115225  

2   

127113510214  

14 1311 

4 2142653  



調 査 地   88   67   

柚裁縫過年数   1 年   3 年   

ササラダこ柑   A B C DE F G H  A B CI）E F G H   

（42） 耳p〃0んmαれ犯よαpαヱ崗αpαCげわα  

（43） Pegoγよ占α才eざ Sp．X   

（44） oppね sp．10   

（45） Galumnidae sp．X   

（46） Eoん封pOCん孟ん07血scナ・α5Sf5eわger   

（47） ガγpOdαmαeαざ Sp．1   

（48） Op如α Sp．106   

（49） PeγgαJ祝m犯αわ才eγmedfα   

（50） A〃odαmαe混ざβ孟γよα£混ざ   

（51） Eγe〝ZOムe～ゐαノ叩0花王cα   

（52） ズe犯よ～Jαg～egeocγα几祝ざ   

（53） Eγem祝J㍑ぶαγe犯げeγ   

（54） FZs5fcepんe混ざCZα即αわ描   

（55） 鞄podαmαe混ざ Sp．2   

（56） エZc乃eγemαelJざ 叩．X   

（57） かe／ec吉αmeγ〟ざ Sp．A   

（58） 肋ヱわoppねゐγe如ec才わ∽吉α   

（59） Peヱ0γf占α孟eざαC祝若鮎ざ   

（60） Ceγα£oze才egカ如兜fcαβ   

（61） 月05行OZe才eβ′0即eOJα加   

（62） 耳如dαmαe〟ざ Sp．1   

（63） 鞄podαmαeα5 Sp．3   

（64）I）amaeidae sp．D   

（65） Foβざeγeケ肌ざq祝αかねeγ才加5   

（66） 0γfゐ0汗よ孟fα Sp．F   

（67） opeγC祝Jopp云αγe5才α才α   

（68） Fわ扇cepんe祝ざCOγ0れαγ言祝ざ   

（69） 勒′pOdαmαeαざ Sp．4   

（70） rγ≠mαJαCO乃0才んγ混ざ Sp．X   

（71） Cαγαゐodespe和才c祝Jαれば   

（72） エfcれOdαmαe㍑ざ Sp．A   

・（73） 〟i∬αCαγ祝5e∬Zgfざ   

（74） ガypodαmαe祝∫ Sp．5   

（75） cα桁0γiゐαJα Sp．D   

（76） dγCんegocep九e混ざ犯α克α才αmαγ言古   

（77） 九cα占α才eg sp．X   

糀 数／100cnf   12 2 01011  8 4 4 4 2 9 9 9   

平 均 棟 数   1．0±0．8   6．1±2．9   

株 数 合 計   5   

個 体 数／100cm2   5 2 7 0 2 0 2 5  6924222417466849   

平 均 個 体 数   2．9±2．5   39．9±21．1   

個 体 数 合 計   23   319  
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54   8   4   2   人見神社  

7 年   9 年   11年   

‖          ABCDEFGH  5 年          ABCDEFGH       H       H  A B C D E F G H  A B C D E F G H  A B C D E F G H  

11   1 1  

3241   112 512  410  

2 7  2  

721 1 

156 1 3 

3831287818196  

115126412322  

11172132  

521111 3 

5546 163 

9 541328 

2 22151 

311 531  

2103 1  

1413 4  

111  

11 1  

1 1 1  

314  

1 1  

111 

1 1 

12  

8  

2  

1  

2   

7 6 710 812411  1413121412141214  913151114181318  1011139139，128  1724242526242322   

8．1±2．7   13．1±1．0   13．9±3．1   10．6±1．9   23．1±2．7   

19   24   24   21   52   

85868686113172129223  153110901191629375169  330413418■271481484221769  403255232209369223317165  193207340220229172218155   

122．5±50．8   121．4±35．8   423．4±168．8   271．6±83．1   216．8±55．8   

980   971   3387   2173   1734  
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Summary  

Recent construction of newindustrialsitesin  

Japan is usually accompanied with formation of 
environmentalprotection forests（SenSuMiyawaki，  

1975）．Such forests enablevarious kinds of ani－  

mals tolive not only above the ground，but also  
beneath the ground surface．Although soilani－  
mals do notlivein our sight andlittle attention  

is paid to them，they playimportant rolesin  
decomposlng Organic debris andinimprovlng SOil  
StruCture．Itis therefore our greatinterest how  

the soilanimalcommunitylS eStablishedininitial  
Stage Of the man－made forest and what change  
OCCurSin para11elwith plant growth？  
As a case study of such a relation between  

growth of environmental protection forests and 
SOilfauna，aninvestlgation was made around  

Nippon SteelCorporationinKimitsuCity，Central  
Japan．Six sites for the study were selectedin  
broad－1eaved forests ofdifferent ages．The seed－  

1ings had been plantedl，3，5，7，9andllyears  

ago，reSPeCtively．Eight soilsamples oflOxlOx  
5cm were taken from each of the sites and ani－  

mals were extracted bymeansofTullgrenfunnels．  
Nine years after plantlngthevegetationheight  
reached to5m and the vegetation cover to 95％．  

Many animalgroups appearedin the soilduring  
the periodin the followlng Order：Mites，COllem－  

boles，SPiders and dipteranlarvae afterlyear，  

enchytraeidworms，antS，beetles，thripsandlit鼠0－  

biomorph centipedes after 3 years，earthworms，  

millipedes andpillwoodlice（Armadillidiidae）after  

5years，PrOturanS and geophilomorph centipedes  
after7years，and woodlice（Porce11ionidae）and  

lepidopteranlarvaeafter9years・However，milli－  

Pedes and geophilomorph centipedes disappeared  
afterllyears，Perhaps due to thinnlngPerformed  
One year before．  

Soilmites（Oribatida）as the mostimportant  

soil arthropods were counted and determined at 
the specieslevel・Nineyears after the plantlng，  

the density of the mites became 150 times and 
their species number nearly5times aslarge as  
those of theinitialstage of the forest formation．  
But，tOth the denslty and the species number  

decreased afterllyears due to thinnlng Of the  

forest．Dominant species of soilmitesarespecies  

ofScheloribatesdurir）gl，5years，thenSuctobelbella  

SPP．，Oppia7teef・Ia7tdi（a and TrichogaItlm17alL加0－  

nica took the place of the former species after7－  
11yers．   

In the future，theyoungenvironmentalprotec－  

tion forests wi111〕ematuredto broad－1eavedforests  

With proportionatelyrichsoilfanua．Suchastatus  
was visiblein a shrine forest situated close tothe  

SteelCorporation．Itisinterestlng，When and to   

人
見
神
社
 
 

1  3  5  7  9  11  

植栽後の年数（隼）   

図5 植栽後の年数経過にともなう M，G，P各群の  
ササラダニ種数の割合の変化。  

Fig．5 Changein％of the species number of  

Oribatid mites of M，G and P groups  

inhabitingthe forests ofdifferentagesand  
the shrine forest（at the right）．  

いという傾向が明らかに読みとれる。11年目のとこ  

ろで，グラフが多少ゆがめられているのは，やはり間  

伐の影響とみてよいだろう。  

お わ り に  

本調査は土壌動物群集の経時的な変化を追跡するこ  

とを目的としながらも，実際に同一の森林下において  

年月をかけて調査したものではなく，植栽後の経過年  

数の異なる林分を同一時点で比較調査する手法をとっ  

た。同じ工場の敷地内にあっても，各調査地点の環境  

や保全林の造成方法・管理方法に多少のちがいがあっ  

たであろうことは認めざるをえず，その点で結果の解  

釈にもいくらか粗雑な面があったかもしれない。しか  

し，環境保全林の成熟にともなう土壌動物群集の大ま  

かな変化について，その様相を把握できたものと思う。  

間伐の影響については，更に多くの例について確かめ  

る必要があろう。   

印象としては，このような人工造林地においても，  

土壌動物は意外に早く定着し，その群集構造の複雑さ  

を増してゆくということであった。しかし，比較対象  

とした神社林の土壌動物群集とほ，まだ相当の差異が  

あることも判明した。環境保全林の土壌動物群集が自  

然林のそれに近いものに到達するのほ何年後くらいで  

あろうか。興味を持って見守ってゆきたいと思う。  
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